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環境素材を使用した家具の
革新的生産体制の確立

▲

生産速度の劇的な向上（目標週１０台/人）

▲

生産不良率５％未満

▲

社外流出不良０％

▲

業界未経験者のオペレーターとしての早期操作方法習得（１０日以内）

ものづくり技術
CRAFT 株式会社 小林木工　丨　事業分野：家具・装備品製造業　技術分野：接合・実装　丨　設備投資

［事業計画名］

　新たな家具製造システムの導入により、環境素材である木材チップボードを利用した量産家具の劇的な
納期短縮及び小ロット対応が可能になった。それにより、国内でも希少な別注家具と量産家具のワンストッ
プ対応企業となった。

　㈱小林木工は創業以来一貫して木材加工を行い、蓄積した加工技術を活かし木製家具製造を行っている。
現在の家具業界では、大ロット製品は海外生産が中心だが、国内企業は箱モノ家具の数10個単位（通称：
量産家具）、もしくは数個単位の複雑形状家具（通称：別注家具）への対応が求められる。また、日本は世界
で最も環境水準が高く、環境対応素材を使用した家具製造も求められる。
　しかし、環境対応素材を使用した場合、量産家具製造において、素材の特性上、従来の生産方式では加
工が難しく、高コスト・低生産性となり、実質的に国内対応が困難という問題があった。
　そこで本事業を活用し、環境対応素材専用の生産システムを構築した。

　同社では、高い技術を必要としない “量産家具”と、高い技
術を必要とする“別注家具” の両方を熟練工が製造するとい
う無駄が生じていた。
　そこで、本事業では、「環境対応素材に対応した、量産家
具の専用ライン」導入を行った。同ラインでは、製品データ
を入力すると、その情報に応じて「カット→加工」され、最終
の組立も情報に基づいて行われることから、熟練技術を持た
ない若手従業員でも高い生産能力を維持することが可能と
なる。また、同ラインは小ロットにおいても短納期対応が可
能となる。
　量産ライン導入により、“量産家具”と “別注家具” のライン
を完全に分離し、技術を必要とする“別注家具” に熟練工を
集中的に配置、新量産ラインには若手や新規雇用者を配置
することで、“量産家具”と “別注家具” の両方において生産性
の高い体制が整った。

造作家具、木製建具、人工大理石加工などの製造

　当社は下請け業者であるとともに、メーカーであると考えて
います。ですから自信を持った製品を顧客に出したいと考え
ています。これまでは量産家具の加工を海外に頼っている部
分がありましたが、今回の取組みで量産家具の内製化が可能
になりました。
　今後は安易な海外調達に頼らず、当社で可能な限り対応し
ていきたいです。それは製品に何かあっても、全ての責任を自
社がとることができるからです。そして総合力をどんどん高め
ていきたい。量産ができる製造メーカーでありながら、職人
気質を持ち続けものづくり企業としての責任を全うしたい。
　日本は環境に対して世界で一番厳しく、環境素材は注目さ
れています。ただし、現在では環境対応のチップボードは普
通になっており、これだけでは魅力がないと考えます。ですか
ら、今後も継続的にプラスアルファ部分をお客様に提案して
いきたいです。例えば、空気中の有害物質を吸収できる材料
を用いた家具を作ること等、常に新しいものにアンテナを立
てていきたいです。
　他社と違うことを行い、全社員に方向
性を示し、みんなで進んでいく。そして
最終的に従業員さんがうちに来てよかっ
たと思えるような会社にしたいです。

取り組みの背景

構内案内図

製造中の量産家具

取り組みの目標

取り組み内容 　同ラインは、主に若手や新規雇用者での対応となるため、
徹底した教育研修を行い、早期の本格稼働を実現させた。ま
た、新ラインによる不良流出を防ぐためのエラー検査トレー
ニングも併せて行った。

“量産”及び“別注家具”
両方の自社生産体制確立

POINT

1

環境対応素材の
小ロット・短納期対応

POINT

2

　国内の木製家具製造業は “量産家具” もしくは “別注家具”
のいずれかを得意分野としており、同社のように２つのライ
ンを持ち、その両方を納期・コスト・生産量の面で自社生産
できる所は希である。
　従来から持つ現場対応力と多種の材質対応力に加え、対
応力が国内最高峰となった。

　環境対応素材は材料の重量や密度等が通常の素材と異な
り、設備の問題上、国内加工が難しかった。したがって、小ロッ
ト対応や、短納期対応に問題があるだけでなく、製品補償
にも問題があった。同素材を自社生産できることで、小ロッ
トでも短納期対応ができる体制が整った。

株式会社 小林木工

COMPANY 
PROFILE
企業概要

事業内容

大型ランニングソー、エッジバンダー、CNCマシーン、ダボ
打ち機、パネルソー 等

所 在 地 〒673-0444 兵庫県三木市別所町東這田 
 570-1
T  E  L 0794-82-6100
設　　立 大正１３年４月
代 表 者 代表取締役 小林 朋弘
従業員数 ３２人（平成２８年６月現在）
資 本 金 1,000万円
E-mail k.mokkou@nifty.com
U  R  L  kobayashi-woodwork.co.jp

主要生産設備

同社の強み

大手建設会社から最優秀賞を受賞した
高い家具製造技術と、

家具製造業でありながら大工まで在籍する
現場納入における対応力

メーカーとして、
         プライドを持った家具作りを

代表取締役
小林  朋弘氏


